
   

 

   

 

ふれあいトーク記録書（要約）（ 議会サポーターとの意見交換会 ） 

開催日時： 令和 ８年１月 17日（土） 午前 10時 ～ 午前 11時 36分 

場 所 ： 岩倉市役所 第２・第３委員会室 

参 加 者 ： サポーター：８人 

議員：須藤、水野、日比野、伊藤、塚﨑、木村 

 

 

次 第 ： １．開会挨拶  市議会議長 須藤智子 

２．意見交換会 

３．閉会挨拶  市議会議長 須藤智子 

記 録 者 ： 日比野 

 

項目 参加者の意見・質問 議会の応答 

１．12月定例会

を振り返って 

・厚生・文教常任委員会の視察報告レポートはいつ掲載されるか。  

 

・議員は皆、発言中立っているが、原稿を机に置いて読んでいるため聞き

取りにくくもなる。そうなるくらいなら座ってしまっても良いのではな

いか。 

 

・YouTube の動画は画質もよくなり、見やすくなった。欲を言えば興味あ

る話にすぐ飛び込めたら便利。 

 

 

・来週に掲載する見通しとなっている。 

 

・会議規則の縛りはない。前回もその意見をもらって議論

したが、結論が出ず。(カメラの調整等) 

 

 

 

 

 

 



   

 

   

 

・議長が議員をフルネームで呼んでいたが、苗字で呼ぶのようになったの

は、意図はあるのか。 

 

・小牧市では質問項目がでているため見やすい。(岩倉市は画面大きい。) 

・動画で当局が回答する度、役職名がでてくると便利。 

 

・どういう研究、検討しているのを聞くのが良かった。 

・スマホ依存症の質問に興味を強く持った。 

・時間内に質問が上手く収まることが望ましい。 

 

・北小の主権者教育で出た意見は書面等でまとめたか。  

 

 

・北小の主権者教育のアプローチはどちらからされたのか。  

 

 

・小学校３年を対象にするには内容がむずかしくはなかったか。 

 

 

 

・年末に案内を貰って、ホームページを見たがわかりにくく、過去履歴に

たどり着けない。 

・視聴数が見ても増えていない。市民が YouTube の見る機会をつくって

いきたい。 

・はじめはフルネームを呼んでいたが、苗字で呼ぶように

なった。 

 

・議員側には席札を置くようになったが、当局側には困難

なものの、検討はしていく。 

 

 

 

 

 

・各議員が感想等を先生側に渡しているので質問で終わる

ようなことにはなっていないと考える。 

 

・議会側から申し入れた。岩倉中、五条川小をあわせて３

校目である。 

 

・すごろく形式で行った為、あまり難しい内容にはなって

いない。それでも米の話や岩倉に欲しいもの等、幅広い

質問内容があった。 

 

 

 

 

 



   

 

   

 

・色々なイベントに議員が参加していて、大変だなと思った。 

・質問内容がわかりやすくまとまっていた。 

・元気よくはきはき言ってもらわないと後ろの席には聞こえない。 

 

・行政側に、なぜこの質問をすべきと思っているのかをきちんと示した上

で、質問したなら何かを掴んでほしい。  

 

・動画の音の調整はできないか。 

 

 

 

 

・逐次質問内容を覚えて、議長にまとめて進捗を尋ねられ

る方もいる。追求していく。 

 

・確認していく。 

 

フリートーク ・議場ツアーみたいなことはできないか。議会 OB やサポーターに案内し

てもらうイベントも考えては。 

 

・政務活動費が 18 万円あるが、どんどん使ってほしい。 

 

 

 

・議員は副業出来るのか。 

 

・AI、ネーミングライツ 市有地のレンタル事業、桜等、稼いでいけるよ

うな自治体を目指していただきたい。  

 

・一灯点滅式信号機が井上町では残ったが、鈴井町では反対がなかったの

で撤去されたと聞いた。要望すれば残ったのか。  

 

・小学生や、サポーター就任時に行っているものもあるが、

かつて行っていた行事の再開も併せて考えていきたい。 

 

・政治活動では活用出来ないが、議会報告に絞るのであれ

ば活用できる。それでも線引が難しく、自費で賄う議員

もいる。 

 

・可能である。 

 

・稼ぐまちを実践している茨城県境町をもとにした活動に

臨んでいきたい。 

 

・井上町の一灯点滅式信号機は残すものの、それが壊れた

場合の補償はされないと聞いている。 

 



   

 

   

 

・草が伸びてきていても、除草されない箇所がある。 

 

・市の管轄ならすぐ対応。場所を具体的に教えてもらえれ

ば、伝える。 

 


